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「ワークシート② 備蓄品の種類と量、場所を確認する」 

学習のねらい：備蓄品の種類や必要量を、カテゴリー別に考える。 

（指導上のポイント） 

◆備蓄品の種類を確認し、

注意点を読ませ、備蓄品と

して適切な品物を理解さ

せる。 

次に、自宅の備蓄品につ

いて確認し、記入するよう

指導する。 

必要なものが十分用意

されているかを確認させ

た後、自分が持てる分量は

どのぐらいかなど視点を

変えて考えさせる。 

◆米をポリ袋で炊く方法、

電気温水器のタンクの水

を飲料水として使う方法

等、工夫や知識によって備

蓄に頼らなくても生き延

びる方法があることを考

えさせる。 

乾パン５缶 

缶詰１０缶 

レトルト食品１０袋 

 

タオル１０枚 

下着類１０枚 

合羽 １着 

 

 

水２ℓ ×１２本 

トイレットペーパー

２０個 

懐中電灯１個 

絆創膏１０枚 

食品用ラップ２巻 

ラジオ１台 

(活用例) 

・家にある備蓄品について調べてきて発表させる。 

・家に持ち帰り、家族と相談して記入する（家族への周知も図る）。 

例）家族全員分の備蓄物資が不足していることが分かったので

買いにいく。 


